
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和２．７．１現在） 総数 295名 

１年 95 名  ２年 109 名  ３年 91 名 

令 和 ２ 年 ７ 月 2 8 日 

  

 

 

奄 美 市 名 瀬 朝 日 2 9 番 地 １ 
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HP:http://www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j/ 

校
長 

夏
迫 

満
弘 

ジ
リ
ジ
リ
と
肌
を
焼
く
奄
美
の
日
差
し
に
な
り
ま

し
た
。
長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
熱
中
症
等
に
十
分
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
生
徒
の
思
い
出

に
残
る
出
来
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
よ
る
地
区
総
体
の
中

止
で
、
三
年
生
の
部
活
動
期
間
が
例
年
よ
り
一
月
伸

び
た
こ
と
で
す
。
運
動
部
活
動
で
は
、
今
島
内
の
各
所

で
三
年
生
の
引
退
を
含
め
た
試
合
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
防
止
の
関
係
で
普
段
か
ら
色
々
な
制
限

が
あ
り
な
が
ら
も
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
に

励
み
、
試
合
本
番
を
迎
え
て
い
ま
す
。
六
月
初
旬
に

は
、
関
係
す
る
生
徒
を
全
員
集
め
た
中
で
地
区
総
体

の
中
止
を
告
げ
、
こ
れ
に
代
わ
る
大
会
の
開
催
を
信

じ
て
「
部
活
動
を
最
後
ま
で
や
り
き
ろ
う
」
と
特
に
三

年
生
に
は
言
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
れ
に
応
え

る
よ
う
に
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
諦
め
な
い
気
持
ち
、
今
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

努
力
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
試
練
に
打
ち
勝

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。 

 

ま
た
、
三
年
生
の
「
聞
き
書
き
教
室
」
で
は
、
大

島
北
高
等
学
校
の
「
聞
き
書
き
サ
ー
ク
ル
」
活
動
を

学
ぶ
と
共
に
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
の
話
を
聞
く
活

動
を
通
し
て
島
口
、
島
唄
、
郷
土
史
、
作
物
栽
培
な

ど
の
伝
統
継
承
の
意
義
を
考
え
る
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
話

に
聞
き
入
る
生
徒
の
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
体
験
が
と
て
も
よ
か
っ
た
と
い
う
声
は
、
生
徒

だ
け
で
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
も
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を

通
し
て
こ
れ
か
ら
先
、
伝
統
の
歴
史
や
文
化
を
継
承

す
る
動
き
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。 

 

一
学
期
の
終
業
式
は
七
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
し

た
が
こ
れ
も
含
め
て
、
八
月
一
日
か
ら
の
夏
休
み
は
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
毎
日
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
充
実
し
た
二
学
期
が
迎

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

二
学
期
は
、
体
育
大
会
、
学
習
発
表
会
、
修
学
旅

行
な
ど
の
大
き
な
行
事
が
あ
り
、
学
校
で
し
か
体
験

で
き
な
い
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
課
題
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
、
熱
中
症
対
策
，
「
学
校
で
し
か
で
き 

な
い
学
び
の
確
保
」
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

 

二
学
期
は
、
「
感
染
拡
大
防
止
、
熱
中
症
対
策
を

行
い
、
学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
び
の
確
保
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
教
育
活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
年

度
当
初
と
日
程
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
で
き
だ
け
早
く
周

知
し
ま
す
の
で
、
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
の
登
録
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
等
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
【迎えは，保健室裏】 

 
【怪我と発熱の区分け】 

 

県
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
や
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
」
の
考
え
か
ら
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
学

校
で
の
取
組
に
つ
い
て
、
検
温
結
果
の
記
入
、
校
舎

内
に
入
る
と
き
の
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。
体
調
不
良
生
徒
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に

迎
え
に
き
て
も
ら
う
こ
と
を
時
間
を
か
け
ず
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
室
管
理
態
勢
も
変
更
し

ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て   

【ビニールシールドで飛沫防止、即消毒】 

 
 

 

 

一
日
、
一
日
の
積
み
重
ね
が
生
活
習
慣
を
形
成
し
て
お
り
、

一
日
の
過
ご
し
方
を
自
分
自
身
で
律
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
年
度
か
ら
生
活
の
記
録
と
宅
習
を
分
け
て
家
庭
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
活
の
記
録
を
確
認
し
、
よ
り
質
の
よ
い

家
庭
生
活
を
送
る
た
め
に
子
ど
も
と
一
緒
に
振
り
返
る
こ
と

も
大
切
に
な
り
ま
す
。 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
は
、
一
年
生
は
国
語
、
二
年
生
は
英
語
、

三
年
生
は
、
社
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

七
月
十
一
日
（
土
）
は
、
生
活
の
記
録
の
振
り
返
り
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
タ
イ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
の
記
録
の
振
り
返

り
は
、
一
ヶ
月
の
生
活
の
記
録
を
振
り
返
り
、
生
活
の
記
録
か

ら
自
分
自
身
の
生
活
を
分
析
し
、
翌
月
の
生
活
改
善
を
考
え
る

取
組
で
す
。
生
活
の
記
録
の
振
り
返
り
で
は
、
次
の
よ
う
な
項

目
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。 

一
ヶ
月
の
生
活
の
振
り
返
り 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



各学年で社会や地域，仲間について深く学びました 

３年聞き書き教室 

 大島北高等学校の特色ある教育活動

報告を聞き，地域や郷土に関心をもた

せ，実際に地域の方から伝統の継承の

意義を考えるとともに，関心をもって

話を聞く姿勢を養うことを目標に「聞

き書き教室」を実施しました。地域の

方は，方言，校区の歴史，上方地区の

むかで，たんかんづくり，鰹漁の歴

史，奄美の植物などについて話をして

いただきました。講師を引き受けて方

は次の方です。 

壽剛進さん，平井孝宣さん，平井學さ

ん，池畑望東久さん，平井茂さん，恵

スエ子さん，田丸友三郎さん，徳田謙

治さん，重田茂之さん 

 
【各教室に分かれて話を聞く様子】 

２年よむのび教室 

 日常生活のなかで身近な教材である

新聞になれ親しむことで，生徒たちが

正しく情報を選択し，的確に判断する

力を向上させ，豊かな心を育むことを

目標に，南日本新聞社の方を招聘して

よむのび教室を実施しました。 

 内容は，新聞の作り方，楽しみ方，

読む上でのポイントの説明を聞き，そ

の後新聞づくりを実際に行いました。 

 生徒はそれぞれのグループに分か

れ，まわし読み新聞を作成しました。 

 作成した新聞は，２階トイレ前の壁

に掲載してあります。 

 
【新聞の読み方を学ぶ様子】 

１年集団宿泊学習 

 ７月１日～２日までの２日間自然の

家で宿泊学習を実施しました。大雨の

影響で自然の家へと続く道路の確認を

しながら，臨機応変に計画を変更し

て，出発しました。外での活動はでき

ませんでしたが，全ての日程を無事終

了することができました。ご飯をよく

食べ，しっかり寝て元気にカリキュラ

ムを楽しんでいました。 

 時間とともに成長がみられた宿泊学

習でした。これからが楽しみです。 

 
【ドミノに真剣に取り組む様子】 

学校評価の提出ありがとうございました 家庭生活についてこれからみんなで考え学習していきましょう 

 学校評価の提出ありがとうございました。学校評価は，多面的な立場から学校の教育実践や家庭での取組を把握・分

析し，今後の教育活動のよりよい実践に生かしていくのが目的です。また，保護者自身が家庭での生活を振り返ること

で子どもたちと一緒に生活改善を目指すきっかけになることを目指しています。提出状況は次のとおりです。 

１ 学校評価について 

ほとんどの項目で 3.0以上のポイントであり，学校の教育活動に肯定的であると考えられる。生徒は学習内容が身に

付くように家庭学習に取り組んでいますか。（毎日 120分以上）の項目で１年生男子が 3.0を下回っている。家庭学習

120分の定着が難しいのではと考えられる。月毎の生活記録の振り返りなどを生かし，生活改善，学習時間の確保を目

指してほしい。     

２ 家庭評価について 

  生徒を称賛することや傾聴の姿勢，家庭生活におけるしつけなどは，高い傾向がみられる。全体的に学習に係る項目

について低い傾向にあり，家庭学習の雰囲気づくりや保護者の見届け等が課題としてみられる。項目によっては，学年

としての課題もみられるため，学級会長は担任の先生と連携し，学級ＰＴＡや教育相談の議題として取り上げたりして

課題克服を目指すことができればと思います。また，生活の記録の振り返りや期末テストの際に実施したメディアバラ

ンスの結果も複合的に生かしていただければと思います。 

※ 結果については，ホームページに掲載しています。www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j 

 １年男子 １年女子 １年全体 ２年男子 ２年女子 ２年全体 ３年男子 ３年女子 ３年全体 全校 

Ｈ30 42% 54% 47% 41% 54% 48% 19% 39% 31% 41% 

Ｒ１ 59% 72% 65% 66% 68% 67% 62% 67% 64% 67% 

Ｒ２ 72% 79% 75% 66% 81% 73% 56% 76% 66% 71% 

好き嫌いなく食べて元気に生活！ 

 ６月 15日（月）～19日（金）にかけて２年生を対象に残食調査が行われました。５日間残食のない日がほとんど

で，市の残食の平均を大幅に下回りました。よく食べています。唯一残ったのが，フルーツみつ豆，クラムチャウダ

ー，ジャンバラヤの具でした。給食センターからのメッセージです。 

 ほとんど残食なく食べてくださり，ありがとうございました。市内全体を通して，海藻やナッツ類，豆料理の残食が

目立つようでした。これらの食材は，ミネラルや食物繊維，良質なタンパク質など，成長期のこどもたちにとって大切

な栄養素の供給源となります。学校給食を通して，様々な料理や食材を見て，味わってほしいと思います。今回の結果

を受け，子どもたちの心身ともに健やかな成長を願いながら，献立の工夫に努めていきます。今後も給食指導よろしく

お願いします。 

７月行事について ７月 27日（月）～31日（金）夏季休業短縮 31日（金）終業式，全日程４時間授業 

８月行事について ８月 21日（金） 出校日 宿題の提出などがあります。 

※ 日程の変更などについては，安心・安全メールやホームページにて発信します。御確認ください。 

 


